
【概要】 

我が国の国民生活・経済活動にとって現に重要な役割を果たしている海洋分野は、これ

からの脱炭素社会への挑戦においても重要な役割を果たしていくことが期待されること

から、「2050年カーボンニュートラル」等の高い目標の実現に向けて、洋上風力発電、ゼ

ロエミッション船、カーボンニュートラルポート等に係る取組を積極的に進めています。 

【最近のトピック】 

洋上風力発電の計画的・継続的な導入拡大とこ

れに必要となる関連産業の競争力強化、国内産業

集積、インフラ環境整備等を官民が一体となる形

で進め、相互の「好循環」を実現していくため、「洋

上風力産業ビジョン（第 1次）」を策定し、2030年

までに 1,000 万 kW、2040 年までに 3,000 万 kW～

4,500 万 kW の案件形成を掲げるなど意欲的な目標

を掲げており、洋上風力発電の導入促進へ向けて、

ますます取組を加速させています。 

2050カーボンニュートラルの実現に向けた海洋の取組 
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カーボンニュートラルの産業イメージ（出典：経済産業省 HP）

炭鉱 太陽光パネル

太陽光パネル

系統用蓄電池

水電解プラント

水素化プラント

水電解プラント
水素貯蔵タンク

製鉄所 化学プラント

コンクリート工場

メタネーション・
合成燃料製造プラント

製紙工場

バイオマス由来新素材

バイオ燃料工場

電動航空機

ハイブリッド航空機水素航空機

DAC

水素運搬船
MCH運搬船

石炭運搬船

LNG運搬船

洋上風力発電
（着床式）

洋上風力発電
（浮体式）

LNG火力発電

原子炉、小型原子炉

高温ガス炉、核融合炉

住宅・ビル

高層建築物などの木造化

EV・FCV建機

データセンター

バイオマス発電 充電ステーション

水素ステーション
燃料電池鉄道車両

DR・VPP
下水処理施設

農林水産業

エリートツリー・早生樹

FCV

EV・PHV
蓄電池

定置用：蓄電池・燃料電池

合成燃料
（e-fuel）

安全性、経済性の向上

アンモニア発電

アンモニア運搬船

アンモニアプラント

CCS
地中貯留

水素 電気 CO2

ゼロエミッション船

ガス田

燃料アンモニアの専焼

バイオマスに利用

CCS
地中貯留CCS

地中貯留

天然ガスや再エネからの
アンモニア生産

水を電気分解して
水素を製造

燃料に水素を用いる他、
燃料電池を活用

高効率な GTCCに
水素等を混焼

石炭火力発電
USC/IGCCといった高効率火力発電に
アンモニアやバイオマスを混焼

水素発電
水素の専焼

高い安全性・発電に加えて
カーボンフリーな水素製造が可能

デジタル社会の基盤
パワー半導体
あらゆる電気機器に使用 次世代型太陽電池

（ペロブスカイト等）

グリーン電力を安定して貯蔵

水を電気分解して
水素を製造

MCHプラント
メチルシクロヘキサン

鉄鉱石を水素で還元する
ゼロカーボン・スチール

燃料電池船、EV船、
水素・アンモニア等の
ガス燃料船等

人工光合成によるプラスチック製造や
光触媒による水素製造

CO2を吸収するコンクリート

CO2と水素からメタンガス
などの燃料を製造

燃料のバイオマス化

藻類、廃材、廃パルプで
CO2から燃料

大気からCO2を
直接吸収

森林が CO2を吸収

推進系の一部に電動技術を用いる

資源循環

物流

ライフスタイルの転換

分散型エネルギーシステム
エネルギーの地産地消

カーボンリサイクル
CO2が資源となって、燃料やプラスチック、
コンクリートなどに再利用されて、身の回りに使われる。

凡例

カー
ボンニ

ュート
ラル

メタン

合成燃料

数人乗りの小型機は
完全電動化の可能性

ブルーカーボン
海洋生態系による炭素貯留

FCバス

電気はすべて脱炭素化し、産業部門の電化を進める
水素は、発電・産業・運輸など幅広く活用されるキーテクノロジー
CO2は回収し、カーボンリサイクルや地中貯留（CCS）へ

カーボンニュートラルの産業イメージ

EV・FC トラック



 
 
    
   HistoryItem_V1
   PageSizes
        
     範囲: 全てのページ
     倍率 400.00 %
      

        
     D:20220907110907
      

        
     1
            
       D:20220907105244
       3370.3937
       a0
       Blank
       2383.9370
          

     Tall
     1
     1
     44
     440
     qi4alphabase[QI 4.0/QHI 4.0 alpha]
     4.0000
            
                
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     ScaleFactor
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus4
     QI+ 4.0m
     QI+ 4
     1
      

        
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   PageSizes
        
     範囲: 全てのページ
     サイズ: 33.110 x 46.811 インチ / 841.0 x 1189.0 mm
     操作: 全ページを同じサイズにする
     拡大縮小: 比例しない(トリミング・追加スペース)
     回転: 回転しない
      

        
     D:20220907110912
      

        
     AllSame
     1
            
       D:20220907105244
       3370.3937
       a0
       Blank
       2383.9370
          

     Tall
     1
     1
     0
     44
     440
     qi4alphabase[QI 4.0/QHI 4.0 alpha]
     None
     None
     4.0000
            
                
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Custom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus4
     QI+ 4.0m
     QI+ 4
     1
      

        
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 25.51, 上 29.76, 右 25.51, 下 29.76 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 0 
     縦方向のスペース(ポイント): 141.7323 
     トンボスタイル 4,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: はい
     シートサイズ:  8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シートの最適化:  縦
     レイアウト: 2列 1行
     調整:  中央
      

        
     D:20220907112829
      

        
     29.7638
     8.5039
     28.3465
     1
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     0
     0
     1
     2
     0.7000
     1
     0 
     1
     25.5118
     1
            
       D:20220907112828
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     952
     191
    
     25.5118
     C
     0
            
      
       PDDoc
          

     29.7638
     0
     2
     1
     0
     141.7323 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus4
     QI+ 4.0m
     QI+ 4
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





